
四国大学学際融合研究所　言語文化研究部門　特別講演会

本能寺の変を起こした

明智光秀とは

どのような人物だったのか。

なぞの前半生と

織田信長家臣としての

光秀の動向と位置づけを

語っていただきます。

ついで、対談形式で、

近年注目された信長の

四国政策転換説を中心に

本能寺の変の真相に迫ります。

日　時
2020年

10月10日㈯
会場・配信
・四国大学交流プラザ
  5階フォーラムホール

・WEB講演

（徳島市寺島本町西2丁目35-8）
※会場に駐車場はありませんので、お越しの
　際は公共交通機関をご利用ください。

（定員100名）

明智光秀とは何者か
〈講　師〉

渡邊　大門
㈱歴史と文化の研究所 代表取締役

13時30分～16時

渡邊　大門
㈱歴史と文化の研究所 代表取締役

須藤　茂樹
四国大学文学部日本文学科　教授

明智光秀と四国・
本能寺の変の真相に迫る 1967年神奈川県生まれ。佛教

大学大学院文学研究科博士課程
後期課程修了。博士（文学）。
現在、㈱歴史と文化の研究所代
表取締役
著書　『明智光秀と本能寺の変』
（ちくま新書　2019年）、『戦国

時代の表と裏』（東京堂出版　2018年）、ほか
多数　また大学の公開講座をはじめ講座・講演
会の講師を数多く務める。

四国大学　学部運営支援課　Tel. 088-665-9909

渡邊　大門講師経歴

お問い合わせ

講　演

申込方法
（メール） 2020年10月２日(金) 〆切

メール：gakubu-shien@shikoku-u.ac.jp
※メールには、件名に「10月10日講演」、本文に「氏名、電話番号、四国大学交流
　プラザとWEB講座のどちらで参加希望か」をご記入ください。

※新型コロナウイルス感染状況により、
　WEB講演のみとなる場合があります。

参加無料


